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　　◆海外難民救援事業◆　

海外難民救援事業は、毎日新聞社会事業団が
毎日新聞紙面と連動させ1979（昭和54）年から「飢
餓・貧困・難民救済キャンペーン」としてスタート、
2013年で35年を迎えた。13年４月、大阪本社の記者
とカメラマンがアフリカ・ブルキナファソのスラムで暮
らす難民や貧しい住民を取材し、「瞳輝くまで～ブ
ルキナファソ報告」と題して、貧困に苦しむ人々の現
状を紙面で紹介した。

スラムで生活する人たちの窮状を知った読者から
多くの浄財が寄せられ、西部社会事業団は東京、大
阪両事業団とともに、日本ユニセフ協会や国連ＵＮ
ＨＣＲ協会などの国際機関や「シャンティ国際ボラン
ティア会」「ペシャワール会」などのＮＧＯなど　21団
体に総額805万円を届けた。キャンペーン当初から
の救援金の総額は15億8443万8344円に達した。

海外難民救援金の配分先は以下の通り
　日本ユニセフ協会▽国連ＵＮＨＣＲ協会▽日本フ
ァイバーリサイクル連帯協議会（ＪＦＳＡ）▽国連世界
食糧計画ＷＦＰ協会▽アムダ（ＡＭＤＡ）▽シェア（国
際保健協力市民の会）▽ジェン（ＪＥＮ）▽シャンティ
国際ボランティア会▽全国社会福祉協議会▽難民
を助ける会（ＡＡＲ）▽日本国際ボランティアセンター
（ＪＶＣ）▽バーンロムサイ▽ピースウィンズ・ジャパン
（ＰＷＪ）▽緑のサヘル▽ワールド・ビジョン・ジャパン
▽難民支援協会▽ネパール・ヨードを考える会▽マ
ハムニ母子寮関西連絡所▽シエラレオネフレンズ▽
ペシャワール会▽ロシナンテス

　計　２１団体　　８０５万円　

　　　◆小児がん征圧事業◆

平成８（1996）年から展開している毎日新聞と毎日新聞社会事業団のキャン
ペーン「生きる――小児がんの子どもたちとともに」と連動した事業。東京、大
阪、西部の３事業団に寄せられた募金は、小児がんや難病などと闘う子どもた
ちを支援する組織や医療機関などに贈呈した。13年度は当事業団に東京在
住の方から2000万円という多額の募金が寄せられたため、西部管内だけでな
く東京、大阪の配分団体にも配分することができた。その結果、東京、大阪と
合わせた当年度の配分は全国で30団体、2655万円となり、これにより第１次か
ら第18次までの贈呈総額は２億7910万円となった。

小児がん征圧募金の配分団体と配分額は以下の通り
　がんの子供を守る会（含むスマートムンストン）▽そらぷちキッズキャンプ▽白
血病研究基金を育てる会▽スマイルオブキッズ▽ファミリーハウス▽パンダハ
ウスを育てる会▽メイク・ア・ウイッシュ　オブ　ジャパン▽難病のこども支援全
国ネットワーク▽チャイルド・ケモ・ハウス▽日本クリニクラウン協会
 近畿小児がん研究会▽京都ファミリーハウス▽京都大学医学部附属病院小
児科ボランティア「にこにこトマト」▽ＮＰＯあいち骨髄バンクを支援する会▽Ｎ
ＰＯ法人にこスマ九州▽久留米大学病院親の会「木曜会」▽ＮＰＯ法人こども
医療支援わらびの会▽ペンギンの会▽九州がんセンター小児科親の会「大 
きな木」▽たんぽぽハウス▽福岡大学病院小児科親の会「みらい」

　スマイルデイズ▽福岡ファミリーハウ
ス▽宮崎ファミリーハウス▽ファミリーハ
ウス由布ＢＡＢＹＭＩＮＥ▽こども医療ネ
ットワーク▽がんの子どもを守る会九州
北支部▽大分大学医学部付属病院小
児科親の会「ブルースター」▽九大小
児科医療センター「ゆめりんご」▽宮崎
大学医学部小児がんキャンプ実行委
員会　　

　計３０団体　　２６５５万円　 ３月７日に開かれた募金の贈呈式
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◆障害者福祉事業◆
19件の事業を支援し、新規は２件
助成・援助の事業件数としては最も

多く、大半が継続事業。今期は新規事
業が２件あり計19件となったが、うち名
義のみの後援は４件だった。
支援した事業は次の通り
北九州精神障害者福祉会連合会

合同バスハイク助成（新規）▽全国脊
損者連合会第37回九州ブロック会議
助成（新規）　▽「声の点字毎日」発行
▽第36回毎日サマースクール▽第34
回脳性マヒ児のための母親研修キャン
プ▽第24回北九州市障害者水泳大会
▽第38回「わたぼうし音楽祭」▽第13
回ごろりんハウス交流キャンプ▽第48
回九州地区聾学校体育・文化連盟熊
本大会▽第82回全国盲学校弁論大
会▽第24回全国ふうせんバレーボー
ル大会▽中間市手をつなぐ育成会年
末もちつき大会▽第33回「出発を励ま
す集い」▽第32回北九州市障害者ボ
ウリング大会▽北九州ＯＰＥＮ(国際車
いすテニストーナメント２０１４北九州)
名義後援事業は次の通り
第51回北九州市障害者スポーツ大

会▽第31回北九州精神障害者家族
会連合会総会　▽第32回肢体不自由
児者の美術展▽第10回オンキョー点
字作文コンクール

　◆福祉団体助成事業◆　
　解散により助成団体が１団体減少

今期は、前年度より１団体減の1４団体
に助成金を贈った。減少の理由は「福岡
県交通遺児を支える会北九州総支部」が
13年度末に解散したため。いずれも継続
事業ではあるが、大半の団体の助成額を
前年度より減額した。
助成した福祉団体は以下の通り
あしなが育英会▽福岡、北九州、佐賀、

大分各県の「いのちの電話」▽福岡盲ろう
者友の会▽北九州ホームレス支援機構▽
山口県共同募金会▽福岡県交通遺児を
支える会▽九州盲導犬協会▽北九州あゆ
みの会▽北九州市障害福祉ボランティア
協会▽山口県児童福祉連絡会議▽日タイ
両国の社会福祉交流事業

　　　　　　　　　　　　　　

金には、３事業団合計で２１５０件２５４
０万６１０８円の募金があり、日本ユニセフ
協会、国連ＵＮＨＣＲ協会、国連世界食
糧計画ＷＦＰ協会などの国連機関や現
地で救援活動をする法人に送金した。ま
た７月に発生した島根・山口豪雨災害で
は、募金を呼びかけなかったが、読者か
ら被災者救援金として５件３万３２０円が
寄せられ、山口県共同募金会に送金し
た。
西部社会事業団への募金は以下の

機関・団体に配分、贈呈した
　東日本大震災被災者救援金/日本赤
十字社へ２００万円▽毎日希望奨学金/
大阪社会事業団へ４００万円▽フィリピン
台風被災者救援金/国連ＵＮＨＣＲ協会
へ１８０万６１０８円▽島根・山口豪雨水害
被災者救援金/山口県共同募金会へ３
万０３２０円

　◆災害被災者救援事業◆　

フィリピン台風救援金には２５４０万円

１３年度は、東日本大震災救援金に
は１３１件２２２万３１５円（前年度２０５件
５６８万１８２２円）が寄せられたものの、
前年度に比べ募金額で２５０万円以上
の減少となった。一方、毎日新聞社と３
事業団が取り組んだ毎日希望奨学金
には２１７件５２０万８４９０円（前年度３１
８件６１９万３０６５円）が寄せられたが、
この募金も前年度に比べ減少した。

このほか、フィリピン台風被災者救援

　◆第４７回山口県アイリンピックに　約2000人が参加◆
　第４７回山口県アイリンピック大会が５月２
４日、山口市の維新百年記念公園で開か
れ、県内の児童福祉施設、知的障害者援
護施設の利用者ら約２０００人が参加した。

山口市の最高気温は２８度と６月下旬並
みの暑さの中、玉入れやフットサル、ドッジ
ボールなどに汗をかき、ダンスのレクリエー
ションを楽しんでいた。

スタンドがひときわ盛り上がったのは、大
玉転がし。一生懸命に押す姿に大きな声援
が送られていた。車いすパン食い競走に参
加した光市の女性（４１）は「おもしろかった
です。毎年楽しみにしていますが、今年は１
着だったので爽快でした」と笑みを浮かべ
ながら話していた。車いすパン食い競走に挑戦する参加者たち


